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学級集団づくり人間関係を広げるための
学校・学年行事を通して

１年間を通して、子どもたちの実態を把握し、アセスメントを行い、指導方針をたて、年間
計画の中の活動を小さなゴールとし、それを評価し、また意図を持って次の活動へと円環的に
つなげることで、子どもたちの問題解決能力も向上し、先生の指導力も向上すると考える。温
かい学級（学年）風土ができると考える。さらに、子どもたちに社会性を培うことができ、皆
で何かを成し遂げた体験が耐性を育む。このように学校行事を見ていくことで望ましい学級・
学年集団ができてくると考える。

例 中学校３年生の行事

学年会議

支援方針評価

新たな情報を加える

卒業式

学年会議

支援方針評価

新たな情報を加える

合唱コンクール

学年会議

支援方針評価

新たな情報を加える

運動会・体育祭

学年会議

支援方針評価

新たな情報を加える

修学旅行

学年会議

支援方針評価

新たな情報を加える

学級開き

先生と生徒、生徒同士
の関係つくり

関係づくり

信頼関係

先生と生徒、生徒同士
の関係の広がり

関係の広がり

先生と生徒、生徒同士
の関係の強化

関係の強化
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① キャンプでの活動事例と学校での応用場面についての思考モデル例 その１

キャンプの具体例

ふれあう

つくるつなぐ

＜ふれあう＞
・アイスブレイキング
・自己紹介
・仲間作りのゲーム・フ
ラフープ

・卓球、フリスビー
・ドッヂボール
・長縄
・サッカー

＜つくる＞
・ウオークラリー
・食事作り
・みんなでスポーツ
・挑戦場面を作る
・対戦相手を作る
・チームの人数を増やす
・作戦を考える場面設定

＜つなぐ＞
・アセスメントシート
・観点をしぼる
・意図をつなぐ
・情報交換をする
・できたことを認め合う
・勝利を喜ぶ
・励まし合う

スタッフ

みんなでスポーツ
・１人でできるものから２人、
３人、みんなでと参加者を増
やしていく

・友だちを誘うきっかけをつ
くる

・自分から仲間に入る方法を
身につける

・みんなで協力して活動する

・協力し合うことのよさを他の
場面でも活かそうとする。
・自尊感情の高まりにより、
他のことにも自信が持てる。

ふれあう

つくるつなぐ

＜ふれあう＞
・雰囲気作り
・体力作り
・個人練習
・ペア練習
・チーム練習

＜つくる＞
・挑戦場面を作る
・いろんな相手と競い合
う

・作戦を考える

＜つなぐ＞
・できたことを認め合う
・勝利を喜ぶ
・励まし合い、認め合う
・今後の練習目標をたて
る

部活動
・基本練習
・応用練習
・チームワーク作り

試合をする

・練習の成果を活かせるように

作戦を考えて実行する

試合の振り返り
・試合の結果をもとに、課題

を見つけ、大会に向けての
練習計画に活かす

部活動顧問

学校に転換



－8－

② キャンプでの活動事例と学校での応用場面についての思考モデル例 その２

キャンプの具体例

ふれあう

つくるつなぐ

＜ふれあう＞
・自己紹介
誰もが容易に参加でき
るものを選ぶ。身体接
触の少ないものから始
める。

＜つくる＞
・ブレーンストーミング
・何がしたいかが、いえ
る雰囲気を作る。

＜つなぐ＞
・次回までにしておくこ
とがわかる。

スタッフ

キャンプオリエンテーション
・お互いを知る
・活動を通したふれあい体験

キャンプ計画を考える。
・どんな活動にしようか
・他のメンバーとどのように過
ごそうか

活動を振り返る
・友だちとふれあえたか
・活動の目当てがもてたか
・次回が楽しみになったか

ふれあう

つくるつなぐ

＜ふれあう＞
・自己紹介
・他己紹介
・既存の関係にこだわら
ない活動・雰囲気作り

＜つくる＞
・新しい仲間関係作り
・係りや当番活動への参
加する。

＜つなぐ＞
・これからの学校生活へ
の期待感を高める。

○学級開き
・お互いを知る
・活動を通した

ふれあい体験

学級組織の編成
・どんな学級にしようか
・どんな活動をしていこ
うか

評価
・友だちとふれあえたか
・活動の目当てがもてた
か

・学級での生活に期待が

コーディネーター
・担任

学校に転換


